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明治 二十 六 年の 十一月な かばの 宵で ある。 わたし は 

例によって 半 七 老人 を 訪問す ると、 老人 はきのう 歌舞 

伎 座 を 見物した と 云った。 

こびきち よう 

「木 挽 町 は なかなか 景気が ようご ざんした よ。 御 承知 

でしよう が、 中幕 は 光秀の 馬盥 から 愛宕までで、 団十 

郎の 光秀 はいつ もの 渋い ところ を 抜きに して 大 芝居で 

した。 愛宕の 幕切れに 三宝 を 踏み 砕いて、 網 襦袢の 肌 

脱ぎに なって、 刀 を かついで 大見得 を 切った 時には、 

小屋 いっぱいの 見物が わつ と 唸りました。 取り分けて 



「そり や あ 本当でしょう。 太平 記に も 出て いますから 

…：- J 

つち^ね 

「子供の 話に ある、 力 チカ チ 山の 狸の 土 舟と いう わけ 

です ね。 その 矢 口 渡に 似た ような 事件が あるんで すが 

…… 。 恐らく 太平 記 か 芝居から 思い付い たんじ やない 

でしよう か」 

「矢 口 渡に 似た ような 事件 …… 。 それに は あなた もお 

係り合いに なつたん です か」 

「かか リ 合いました よ」 

こうなる と、 芝居の 方 は 二の次に なって、 わたし は 

抉に 忍ばせて いる 手帳 を さぐり 出す ことにな つた。 狡 



きりょう 

さまの 子で、 奥 さま は それほどの 容貌よ しで もなかつ 

たが、 その 腹に 生まれた お 春 は 京人形の ように 可愛ら 

しい、 おとなし やかな お 嬢 さまであった そうです。 

そこで 主人 側 は 因幡 守、 お 早、 お 春の 三人、 それに 

お付きの 女中が 三人、 供の 侍が 三人、 中間が 四 人で し 

たが、 船が 狭い ので 侍 や 中間 は 陸 を 廻り、 主人 側 三人 

ふなやど 

と 女中 三人 は 船で 行きました。 船宿 は 築地 南 小 田 原 

町の 三河屋 で、 屋根 船の 船頭 は 千 太と いう 者でした。 

無事に 砂 村へ 行き着いて、 一 日 を 梅見に 暮らして、 ゆ 

ぅ七ッ (午後 四時) 頃に 下屋敷 を 出て、 もとの 船に 乗つ 

て 帰る 途中、 ここに 一場の 椿事 出来に 及びました」 



間に合わない。 あれ あれと 云う うちに、 船 はとうとう 

沈んで しまいました」 

文久 元年と いえば、 今から 三十 余 年の 昔話で あるが、 

その 惨事 を 聞かされて、 わたし は 思わず 顔をしかめた。 

「誰も 助からな かったんで すか」 

「船頭 は 泳ぎ を 知つ ている から、 いざと いうと きに 川 

へ 飛び込んで 助かり ましたが、 因幡 守と いう 人 は 
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水心がなかった と 見えて 沈みました。 ほか は 女ば か 

りです から、 妾のお 早、 娘のお 春 を 始めと して、 三人 

の 女中 もみん な 流されて しまいました。 さあ 大騒ぎに 

なって、 すぐに 築地の 屋敷へ 知らせて やる。 屋敷から 



まち や 

詮議 は 面倒で 困ります、 町屋 ならば 遠慮な しに 踏み込 

んで 詮議 も 出来ます が、 武家屋敷の 門 内へ は迂 潤に ひ 

と 足 も 踏み込む こと は 出来ません。 殊に われわれ のよ 

うな 商売の 者 は、 剣 も ほろ ろに 追い払われ るに 決まつ 

ています から、 いわゆる 盲の 垣 のぞきで、 外から 靦く 

だけで 内輪の 様子 はちつ とも 判りません。 これに は 全 

く 閉口です」 

「今でも 華族の 家庭の 事 なぞ は 調べに くいので すから、 

昔 は猶更 そうでした ろうね」 

r 見す見す 武家 の 屋敷 内に 大き い 賭場が 開けて いるの 

を 知っていても、 町方の 者が 踏み込む ことの 出来ない 



て 来る と、 女房 は 茶 や 煙草盆の 用意 をして いた。 彼女 

は 果たしてお 早の 母のお 富であった。 

「悪い ときには 悪い もので、 親類う ちに 又 不幸が あり 

まして、 親父 は ゆうべから 戻りません」 

遠方 を 来たので あるから、 まあ ゆっくり 休んで 行け 

と、 お 富 は 云った。 どう 見ても、 悪意の 無 さそうな 女 

である。 引き留められ たの を 幸いに、 半 七 は 坐り込ん 

せんそう じ 

で 煙草 を 吸い はじめる と、 浅 草 寺の 八ッ (午後 二 時) 

の 鐘が きこえた。 



五 

うち 

その 明くる日の 朝、 幸 次 郎が半 七の 家へ 忙 がしそう 

に はいつ て 来た。 

「お早う ございます 〔# 「ございます」 は 底本で は 「こざ 

います 匕。 早速です が、 ゆうべち つと 変な ことがあり 

ましてね」 

「なんだ。 馬鹿に 早え な」 

顔 を 洗った ばかりの 半 七が 茶の間の 長火鉢の 前に 坐 

り 直す と、 幸 次郎は 直ぐに 話し 始めた。 

「実は 庄 太と 手分け をして、 わつ し は 築地の 三 河屋の 



近所に 張り込んで いると、 ゆうべの かれこれ 四ッ (午 

後 十 時) 頃でした ろう。 あの 船宿から 頰か むり をして 

出て 行く 奴が ある。 小 半 町ば かり 尾け て 行って、 本願 

寺 橋の 抉で だしぬけに 『おい、 兄い』 と 声をかけ ると、 

そいつ はび つくりし たように 振り返る。 よく 見る と、 

まんざら 知らね え 奴で もね え、 深 川の 寅と いう 野郎で 

…：- J 

「深 川の 寅 …… 。 どんな 奴 だ」 

ちょう 

「やっぱり 船頭で、 大島 町の 石 置 場の 傍に いる 寅吉 

という 奴です。 船頭と いっても、 博奕が 半 商売で、 一 

てんまち よ 1 つ てんまち よう でん まちよう 

つ 間違えば 伝馬 町 〔# 「伝馬 町」 は 底本で は 「伝馬 町 匕 へ 



堀 田、 京 橋の 須藤、 深 川の 菅 野の 屋敷 を まわって 用人 

らに 内密の 面会 を 求めた が、 或いは 用人が 留守 だ と い 

い、 或いは 面会 は 出来ぬ といい、 この 事 は 八丁 堀 役人 

の 方へ 申し入れて あるから、 訊きたい 事が あるならば 

それに 訊いて くれ、 当 屋敷で 直接の 対談 は 断 わると 云 

い、 いずれも 申し合わせ たように 門前払い である。 そ 

れ では 取り付く 島がない。 自分の 方から 頼んで 置きな 

がら 何の こと だと、 半 七は肚 のうちで 舌打ちし たが、 

武家屋敷の 仕事 は 大抵 こんな もの だと 覚悟し ている の 

で、 小 梅の 長 五郎から 聞き出した 一 種の 秘密 を 唯 1 の 

材料に して、 ひそかに 探索 を 進めて 行く の ほか は 無 



「親分で ございまし たか。 まあ、 どうぞ こちら へ …… 」 

「どうも 悪い ことが 続いて、 お気の毒 だね」 と、 半 七 

は 店 さきに 腰をおろした。 「そこで 清吉。 今夜 は 御用 

で 来たの だから、 そのつ もりで 返事 をして くれ」 

清 吉は形 を あらためて、 無言で うなずいた。 

「早速 だが、 おめえ に 訊きて え ことがある。 姪のお 信 

は 先月の 一件 以来、 小 ひと 月の あいだ 何処に 忍んで い 

たの だね」 

「存じません」 と、 清吉 ははつ きりと 答えた。 「実は 何 

処 から 出て 来たの かと、 わたくし も 不思議に 思って い 

る 位で ございます。 小 ひと 月 も 1K リ がありません ので 



ねえが、 こうな つた 以上、 せめて はお 部屋 さまに でも 

なって、 若殿 さまの そば を 一生 離れまい という …… 。 

ザ J り や あ 無理 もね え ， J とだが、 さ て それが むず か しい。 

勿論お 妾 だから、 身分の 詮議 は 要らね えよう な もの だ 

が、 女 は 男よりも 年上で、 おまけに なかなかの しっか 

リ 者で、 まかり 間違えば 御家騒動 でも 起こし そうな 

しろもの 

代物 だ。 そんな 女 を 若殿 さまに 押し付けて 善い か 悪い 

か。 こうなる と、 ちっと 事 面倒になる じゃあね え か。 

ねえ、 そうだろう」 

云い かけて 清 吉の眼 色 を 窺う と、 彼 は それ を 避ける 

しらが 

ように 眼 を 伏せた。 年の 割に は 白髪の 多い 小鬢のお く 



れ 毛が、 薄暗い 行燈の ひかりの 前に ふるえて いた。 

ちと 

「燈 台下 暗し という 譬え も ある。 まして 大きい 屋敷 内 

だから、 若殿 さまと 女中との 一 件 を 誰も まだ 感付いた 

者が ねえ。 殿 さま も 奥 さま も 御存じ 無し だ。 ところが、 

悪い こと は 出来ね えもので、 それ を どうして か 若け え 

お 嬢 さまに 見付けられた。 すると、 このお 嬢 さまが 又、 

生みの親の 奥 さまよりも 不思議にお 妾の 方に 狎 いてい 

たので、 それ を そっとお 妾に 教えた の だ。 お 妾 もす ぐ 

に それ を 奥 さま か 用人に でも 耳打ちして、 なんとか 取 

り 計らえば よかった の だが、 自分 ひとりの 胸に 納めて 

置いて、 誰に も 知らさずに 穏 1K に 済まそうと 考えた。 



が 余計な 忠義立て をして、 無理に 自分た ちの 仲 を 裂く 

の だと f 途に 思い込んで …… 。 おい、 清吉。 おれの 夢 

はこ こらで 醒めた の だが、 その 先 はおめ えがよ く 知つ 

ている 害 だ。 今度 はおめ えの 夢の 話 を 聞かせて 貰おう 

じゃあね え か。 おめえ の 話 も 長そう だ。 おれ は 一服 吸 

いながら 聞く ぜ」 

半 七 は 腰から 筒 ざしの 煙草入れ を 取り出して、 しず 

かに 煙草 を 吸いつ ける と、 清吉 はやが て 崩れる ように 

両手 をつ いて 平伏した。 

「親分、 恐れ入りました。 ひとりの 姪が 可愛い ばつ か 

りに …… 。 お 察しく ださい」 



になる お 早と いう 妾 を 殺そうと して、 叔父の 清吉を 

く ど からく リ 

口説いて 船底に 機関 を 仕掛けた という わけです ね。 か 

たきの 片割れ だから、 お 嬢 さま も 一 緒に 沈めて しまう 

…：- J 

「殿 さま を 殺す 気はなかった が、 あいにく 其の 日に 

限って、 殿 さま も 船で 帰った ので、 云わば 傍杖の 災難 

に 出逢った のです よ。 運の 悪い とき は 仕方のない もの 

です」 

「お 信 は 大阪屋 花鳥の 一 一代 目です ね」 

「そうです。 子供のと きから 築地の 河岸に 育った ので、 
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相当に 水心が あつたと 見えます。 こんにち では 海水 



それに 魅 こまれた 若殿 さま はお 気の毒の ようです が、 

この 人 は 女に 惚れられる ような 美男に 生まれ付 いただ 

けに、 体 も 弱く、 気 も 弱い 質で、 年 もま だ 十七、 無事 

に 家督 を 相続した ものの、 親 や 妹に は 不意に 死に別れ、 

お 信 は ゆくえ 知れず、 唯 ぼんやりと している ところへ、 

死んだ と 思った お 信が 突然に あらわれて 来て、 それに 

いろいろ 口説かれ たので、 つい ふらふらと 死ぬ 気に 

なつたん でしよう。 今更の こと じゃあな いが、 女に 惚 

れられ ると 恐ろしい。 若殿 さまが お 信と いう 女に 惚れ 

られた 為に、 これほどの 大事 件が 出^して、 三千 石の 

家 は 見 ごとに 潰れて しまいました」 



「お 嬢 さまの 死骸 はとうとう 揚がらな か つたんで す 

き 

か」 と、 わたし は 最後に 訊いた。 

「いや、 そのお 春と いうお 嬢 さま は …… 」 と、 老人 は 

、 -こ 

悼まし そうに 顔をしかめた。 「何処 を どう 流れて 行つ 

たの か 知れません が、 房 州の 沖で 見付かりました。 こ 

れは 後に 聞いた ことです が、 房 州の 漁師が 沖へ 出て、 

大きな 鮫 を 生け捕って 来て、 その 腹 を 裂いて みると、 

若い 女の 死骸が ころげ 出た。 その 時には 何者か 判らな 

かったんで すが、 着物 や 持ち物が 証拠に なって、 その 

女 は 浅 井のお 嬢 さま だとい うこと が 知れた そうです。 

揃いも揃って 何とい う 運の 悪い ことか、 まったくお 話 



になり ません。 浅 井の 奥 さまのお 蘭と いう 人 は 里方の 

菅野 家へ 戻り ましたが、 亭主 は 水死、 息子 は 心中、 娘 

は 右の 始末です から、 いよいよ 半 気違いの ようになつ 

てし まって、 それから 間もなく 死んだ という ことです _ 

三 河 屋の清 吉も千 太と 同様、 吟味 中に 牢死し ました」 
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